
(57)【要約】

【課題】　耐震性などの点から強度が充分に確保できる

低層階住宅用重量鉄骨の柱と梁の接合構造を提供する。

【解決手段】　下階の柱１０Ｂを立設して、この下階の

柱１０Ｂの上部開口１０ｂにジョイント金具１１の下側

の差し込み部１１ｃを差し込み、ついで、上階の柱１０

Ａの下部開口１０ａをジョイント金具１１の上側の差し

込み部１１ｂに差し込む一方、梁１５の端部の固定金具

１６Ａをジョイント金具１１の中間スペーサー部１１ａ

の外側面と各柱１０Ａ，１０Ｂの外側面とに跨って突き

合せ、この状態で、固定金具１６Ａのボルト用穴１６ａ

からボルト１７を挿入し、各雌ねじ１３ａ，１３ｂに一

連にねじ込んで締結することにより、下階と上階の柱１

０Ａ，１０Ｂを剛接合できると同時に、下階と上階の柱

１０Ａ，１０Ｂの間に梁１５を剛接合できるようになる

。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 階 と 下 階 の 筒 状 の 柱 を 接 合 す る ジ ョ イ ン ト 金 具 が 設 け ら れ 、 こ の ジ ョ イ ン ト 金 具 は 、
前 記 柱 と ほ ぼ 同 じ 外 形 サ イ ズ の 中 間 ス ペ ー サ ー 部 と 、 上 階 の 柱 の 下 部 開 口 に 差 し 込 み 可 能
な 上 側 の 差 し 込 み 部 と 、 下 階 の 柱 の 上 部 開 口 に 差 し 込 み 可 能 な 下 側 の 差 し 込 み 部 と で 構 成
さ れ 、 各 差 し 込 み 部 の 開 口 内 端 部 に 平 板 状 ダ イ ア フ ラ ム が そ れ ぞ れ 嵌 め 込 み 固 定 さ れ て 、
前 記 各 柱 の 側 壁 と 前 記 各 差 し 込 み 部 の 側 壁 と 平 板 状 ダ イ ア フ ラ ム と に 雌 ね じ が 一 連 に 形 成
さ れ 、 前 記 中 間 ス ペ ー サ ー 部 の 側 壁 に 中 間 雌 ね じ が 形 成 さ れ る 一 方 、 梁 の 端 部 に 、 前 記 ジ
ョ イ ン ト 金 具 の 中 間 ス ペ ー サ ー 部 の 外 側 面 と 各 柱 の 外 側 面 と に 跨 っ て 突 き 合 わ さ れ る 固 定
金 具 が 固 定 さ れ 、 こ の 固 定 金 具 に 前 記 各 雌 ね じ に 一 致 す る ボ ル ト 用 穴 が 形 成 さ れ て 、 前 記
固 定 金 具 の ボ ル ト 用 穴 か ら 挿 入 さ れ た ボ ル ト が 各 雌 ね じ に ね じ 込 ま れ て 、 各 柱 お よ び 各 柱
に 梁 が 接 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 低 層 階 住 宅 用 重 量 鉄 骨 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 各 柱 は 、 低 層 階 住 宅 の 一 階 分 に 相 当 す る 長 さ に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 低 層 階 住 宅 用 重 量 鉄 骨 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 低 層 階 住 宅 用 重 量 鉄 骨 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 低 層 階 （ ２ ～ ５ 階 建 て ） 住 宅 用 と し て 重 量 鉄 骨 を 用 い る 場 合 に は 、 例 え ば ３ 階 建 て 住 宅
の 例 を 図 ６ （ ａ ） に 平 面 、 （ ｂ ） に 側 面 を 示 す よ う に 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト １ に 、 一 定 の 間
隔 Ｗ （ 例 え ば 約 ６ ～ ８ ｍ 程 度 ） を 隔 て て 、 一 定 長 さ （ 例 え ば 約 ９ ｍ 程 度 ） の 四 角 筒 状 の 柱
２ を そ れ ぞ れ 立 設 す る と と も に 、 各 階 の 高 さ Ｈ （ 例 え ば 約 ３ ｍ ） に 対 応 さ せ て 隣 り 合 う 柱
２ の 間 に 梁 ３ を そ れ ぞ れ 取 付 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 の よ う な 柱 と 梁 の 接 合 構 造 と し て 、 柱 の 梁 接 合 部 分 に 筒 体 を 外 嵌 し 、 こ の 筒 体 に 梁
の 固 定 金 具 （ エ ン ド プ レ ー ト 、 フ ラ ン ジ ） を 当 て が っ て 、 固 定 金 具 を 筒 体 と 柱 と に 一 連 に
ボ ル ト で 締 結 す る も の が あ る （ 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 柱 と 梁 の 接 合 構 造 と し て は 、 高 層 階 （ 例 え ば １ ０ ～ ３ ０ 階 建 て ） ビ ル 用 と し て 重
量 鉄 骨 を 用 い る 場 合 の 技 術 を そ の ま ま 利 用 す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 製 造 工 場 に お い て 、 梁 部 分 で 柱 ２ を 上 下 方 向 に ３ 分 割 し て
、 中 間 柱 部 ２ （ Ｂ ） の 上 下 端 部 に ダ イ ヤ フ ラ ム （ 平 板 ） ４ を そ れ ぞ れ 隅 肉 溶 接 し 、 こ の 中
間 柱 部 ２ （ Ｂ ） の 上 下 の ダ イ ヤ フ ラ ム ４ に 上 柱 部 ２ （ Ａ ） の 下 端 部 と 下 柱 部 ２ （ Ｃ ） の 上
端 部 と を そ れ ぞ れ 隅 肉 溶 接 し て 、 上 柱 部 ２ （ Ａ ） と 中 間 柱 部 ２ （ Ｂ ） と 下 柱 部 ２ （ Ｃ ） と
を 一 体 化 し て な る 柱 ２ と す る と と も に 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ４ の 外 側 面 と 中 間 柱 部 ２ （ Ｂ ） の 外
側 面 と に 短 寸 の Ｈ 形 鋼 で な る 継 手 ５ の 一 端 部 を そ れ ぞ れ 隅 肉 溶 接 す る 。 そ し て 、 施 工 現 場
に お い て 、 各 継 手 ５ の 他 端 部 に 梁 ３ の 端 部 を 突 き 合 わ せ 、 突 き 合 わ せ 部 に 接 合 プ レ ー ト ６
を 当 て が っ て 、 多 数 本 の ボ ル ト ・ ナ ッ ト ７ を 使 用 し て 柱 ２ の 継 手 ５ に 梁 ３ を 取 付 け る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 上 階 と 下 階 の 筒 状 の 柱 を 接 合 す る ジ ョ イ ン ト 金 具 が 設 け ら れ 、 こ の ジ ョ イ ン ト 金
具 は 、 中 間 ス ペ ー サ ー 部 と 、 上 階 の 柱 の 下 部 開 口 に 差 し 込 み 可 能 な 上 側 の 差 し 込 み 部 と 、
下 階 の 柱 の 上 部 開 口 に 差 し 込 み 可 能 な 下 側 の 差 し 込 み 部 と で 構 成 さ れ 、 前 記 各 柱 の 側 壁 と
前 記 各 差 し 込 み 部 の 側 壁 と に 雌 ね じ が 一 連 に 形 成 さ れ る 一 方 、 梁 の 端 部 に 、 前 記 ジ ョ イ ン
ト 金 具 の 中 間 ス ペ ー サ ー 部 の 外 側 面 と 各 柱 の 外 側 面 と に 跨 っ て 突 き 合 わ さ れ る 固 定 金 具 が
固 定 さ れ 、 こ の 固 定 金 具 に 前 記 各 雌 ね じ に 一 致 す る ボ ル ト 用 穴 が 形 成 さ れ て 、 前 記 固 定 金
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具 の ボ ル ト 用 穴 か ら 挿 入 さ れ た ボ ル ト が 各 雌 ね じ に ね じ 込 ま れ て 、 各 柱 お よ び 各 柱 に 梁 が
接 合 さ れ る 柱 と 梁 の 接 合 構 造 も 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ３ 、 特 許 文 献 ４ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ５ ２ １ ４ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ２ ２ ７ ３ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ４ － ４ ９ ３ ４ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ６ － １ ３ ６ ８ ２ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 図 ６ お よ び 図 ７ の 接 合 構 造 で の 柱 の 長 さ は 、 ３ 階 建 て で は 約 ９ ｍ （ ２ 階
建 て で も 約 ６ ｍ ） と な る か ら 、 荷 台 の 長 い 大 型 ト ラ ッ ク で し か 運 搬 で き な い と と も に 、 施
工 現 場 で の 組 み 立 て も 大 型 ク レ ー ン が 必 要 と な る の で 、 大 型 ト ラ ッ ク や 大 型 ク レ ー ン が 入
れ な い よ う な 狭 い 道 路 に 面 し た 施 工 現 場 で は 施 工 で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 に 、 図 ７ の 接 合 構 造 で は 、 低 層 階 住 宅 用 の コ ン パ ク ト な 重 量 鉄 骨 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造
と し て は 、 隅 肉 溶 接 に よ る 溶 接 箇 所 が 極 端 に 多 く な る こ と か ら 、 溶 接 時 の 高 熱 に よ る 強 度
劣 化 や 耐 震 性 な ど の 点 か ら 構 造 上 の 信 頼 性 や 加 工 性 ・ 施 工 性 に 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 ３ ， ４ の 接 合 構 造 で は 、 各 柱 の 側 壁 と 各 差 し 込 み 部 の 側 壁 と に 雌 ね じ が
が 一 連 に 形 成 さ れ て い る が 、 柱 の 側 壁 と 差 し 込 み 部 の 側 壁 と を 加 え た 板 厚 は さ ほ ど 厚 く な
い た め に 、 雌 ね じ に ボ ル ト を 深 く ね じ 込 め な い の で 、 耐 震 性 な ど の 点 か ら 強 度 が 充 分 で な
か っ た 。 ま た 、 ジ ョ イ ン ト 金 具 の 中 間 ス ペ ー サ ー 部 と 梁 の 固 定 金 具 と を ボ ル ト で 接 合 し て
い な い の で 、 耐 震 性 な ど の 点 か ら 強 度 が 充 分 で な か っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 問 題 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で 、 荷 台 の 短 い 小 型 ト ラ ッ ク で 運 搬
で き 、 施 工 現 場 で の 組 み 立 て も 小 型 ク レ ー ン で 行 え る と と も に 、 構 造 上 の 信 頼 性 が 高 く 、
加 工 性 ・ 施 工 性 に も 優 れ る と と も に 、 耐 震 性 な ど の 点 か ら 強 度 が 充 分 に 確 保 で き る 低 層 階
住 宅 用 重 量 鉄 骨 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 上 階 と 下 階 の 筒 状 の 柱 を 接 合 す る ジ ョ イ ン ト 金
具 が 設 け ら れ 、 こ の ジ ョ イ ン ト 金 具 は 、 前 記 柱 と ほ ぼ 同 じ 外 形 サ イ ズ の 中 間 ス ペ ー サ ー 部
と 、 上 階 の 柱 の 下 部 開 口 に 差 し 込 み 可 能 な 上 側 の 差 し 込 み 部 と 、 下 階 の 柱 の 上 部 開 口 に 差
し 込 み 可 能 な 下 側 の 差 し 込 み 部 と で 構 成 さ れ 、 各 差 し 込 み 部 の 開 口 内 端 部 に 平 板 状 ダ イ ア
フ ラ ム が そ れ ぞ れ 嵌 め 込 み 固 定 さ れ て 、 前 記 各 柱 の 側 壁 と 前 記 各 差 し 込 み 部 の 側 壁 と 平 板
状 ダ イ ア フ ラ ム と に 雌 ね じ が 一 連 に 形 成 さ れ 、 前 記 中 間 ス ペ ー サ ー 部 の 側 壁 に 中 間 雌 ね じ
が 形 成 さ れ る 一 方 、 梁 の 端 部 に 、 前 記 ジ ョ イ ン ト 金 具 の 中 間 ス ペ ー サ ー 部 の 外 側 面 と 各 柱
の 外 側 面 と に 跨 っ て 突 き 合 わ さ れ る 固 定 金 具 が 固 定 さ れ 、 こ の 固 定 金 具 に 前 記 各 雌 ね じ に
一 致 す る ボ ル ト 用 穴 が 形 成 さ れ て 、 前 記 固 定 金 具 の ボ ル ト 用 穴 か ら 挿 入 さ れ た ボ ル ト が 各
雌 ね じ に ね じ 込 ま れ て 、 各 柱 お よ び 各 柱 に 梁 が 接 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 低 層 階 住 宅 用
重 量 鉄 骨 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 柱 の 運 搬 や 組 み 立 て を よ り 容 易 に す る た め に 、 前 記 各 柱 は 、 低 層 階 住 宅 の 一 階 分 に 相 当
す る 長 さ に 設 定 さ れ て い る 構 成 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 下 階 の 柱 を 立 設 し て 、 こ の 下 階 の 柱 の 上 部 開 口 に ジ ョ イ ン ト 金 具 の 下
側 の 差 し 込 み 部 を 差 し 込 み 、 つ い で 、 上 階 の 柱 の 下 部 開 口 を ジ ョ イ ン ト 金 具 の 上 側 の 差 し
込 み 部 に 差 し 込 む 一 方 、 梁 の 端 部 の 固 定 金 具 を ジ ョ イ ン ト 金 具 の 中 間 ス ペ ー サ ー 部 の 外 側
面 と 各 柱 の 外 側 面 と に 跨 っ て 突 き 合 せ 、 こ の 状 態 で 、 固 定 金 具 の ボ ル ト 用 穴 か ら ボ ル ト を
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挿 入 し 、 各 雌 ね じ に ね じ 込 ん で 締 結 す る こ と に よ り 、 下 階 と 上 階 の 柱 を 剛 接 合 で き る と 同
時 に 、 下 階 と 上 階 の 柱 の 間 に 梁 を 剛 接 合 で き る よ う に な る 。 こ の 剛 接 合 に よ っ て 、 耐 震 性
が 向 上 す る の で 、 構 造 上 の 信 頼 性 が 高 ま る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 施 工 現 場 に お け る 溶 接 作 業 が 一 切 不 要 で あ る か ら 、 溶 接 熱 に よ る 柱 、 梁 等 の 品 質
低 下 が 無 い と と も に 、 施 工 現 場 で の 溶 接 箇 所 の 超 音 波 深 傷 試 験 等 が 不 要 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 下 階 の 柱 、 上 階 の 柱 、 ジ ョ イ ン ト 金 具 、 お よ び 固 定 金 具 付 き の 梁 は 、 品 質 管 理
の 行 き 届 い た 製 造 工 場 で 予 め 製 造 し て お い て 、 こ れ ら を ト ラ ッ ク な ど で 運 搬 し て 、 施 工 現
場 で は ボ ル ト だ け で 組 み 立 て る こ と が で き る か ら 、 施 工 が 簡 単 で 施 工 コ ス ト も 安 く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に ま た 、 柱 は 上 階 と 下 階 と に 分 割 で き て 短 く な る か ら 、 荷 台 の 短 い 小 型 ト ラ ッ ク で
運 搬 で き る と と も に 、 施 工 現 場 で の 組 み 立 て も 小 型 ク レ ー ン で 行 え る の で 、 荷 台 の 長 い 大
型 ト ラ ッ ク や 大 型 ク レ ー ン が 入 れ な い よ う な 狭 い 道 路 に 面 し た 施 工 現 場 で も 容 易 に 施 工 で
き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 各 柱 の 側 壁 と 各 差 し 込 み 部 の 側 壁 と 平 板 状 ダ イ ア フ ラ ム と に 雌 ね じ を 一 連 に 形 成
し て い る か ら 、 雌 ね じ に ボ ル ト を 深 く ね じ 込 め る と と も に 、 ジ ョ イ ン ト 金 具 の 中 間 ス ペ ー
サ ー 部 と 梁 の 固 定 金 具 と を ボ ル ト で 接 合 し て い る か ら 、 各 柱 お よ び 各 柱 と 梁 と を 、 よ り 強
固 に 剛 接 合 で き る の で 、 耐 震 性 な ど の 点 か ら 強 度 が 充 分 に 確 保 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 各 柱 の 長 さ を 一 階 分 に 相 当 す る 長 さ （ 例 え ば 、 約 ３ ｍ ） に 短 く 設 定 す れ ば （ 請
求 項 ２ ） 、 柱 の 運 搬 や 組 み 立 て が よ り 容 易 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 重 量 鉄 骨 の 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ は 四 角 筒 状 で あ っ て 、 低 層 階 （ 例 え ば
２ ～ ５ 階 建 て ） 住 宅 用 と し て は 、 外 形 サ イ ズ は 例 え ば １ ５ ０ ～ ３ ５ ０ ｍ ｍ 角 程 度 、 肉 厚 は
６ ～ １ ２ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 各 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ は 、 低 層 階 住 宅 の 一 階 分 に 相 当 す る 長 さ （ 例 え ば ３ ｍ ） に 設 定
さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ２ 階 建 て で 説 明 す る の で 、 上 階 （ ２ 階 ） の 柱 １ ０ Ａ と 下 階
（ １ 階 ） の 柱 １ ０ Ｂ の 長 さ は 、 そ れ ぞ れ 約 ３ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 階 の 柱 １ ０ Ａ と 下 階 の 柱 １ ０ Ｂ と を 接 合 す る 四 角 筒 状 の ジ ョ イ ン ト 金 具 １ １ は 、 各 柱
１ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ と ほ ぼ 同 じ 外 形 サ イ ズ の 中 間 ス ペ ー サ ー 部 １ １ ａ と 、 上 階 の 柱 １ ０ Ａ の 下
部 開 口 １ ０ ａ 〔 図 ４ （ ｂ ） 参 照 〕 に 差 し 込 み 可 能 な 上 側 の 差 し 込 み 部 １ １ ｂ と 、 下 階 の 柱
１ ０ Ｂ の 上 部 開 口 １ ０ ｂ 〔 図 ４ （ ｂ ） 参 照 〕 に 差 し 込 み 可 能 な 下 側 の 差 し 込 み 部 １ １ ｃ と
で 構 成 さ れ て い る 。 こ の 上 側 と 下 側 の 各 差 し 込 み 部 １ １ ｂ ， １ １ ｃ は 、 前 記 各 柱 １ ０ Ａ ，
１ ０ Ｂ の 各 開 口 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ に 殆 ど 隙 間 無 く 嵌 ま り 合 う よ う に 、 中 間 ス ペ ー サ ー 部 １ １
ａ に 対 し て 、 各 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 肉 厚 相 当 分 だ け 小 さ い 外 形 サ イ ズ に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 ジ ョ イ ン ト 金 具 １ １ の 上 側 と 下 側 の 各 差 し 込 み 部 １ １ ｂ ， １ １ ｃ の 開 口 内 端 部 に は
、 厚 手 の 平 板 状 ダ イ ア フ ラ ム 〔 図 ４ （ ｂ ） 参 照 〕 １ ２ が そ れ ぞ れ 嵌 め 込 み 固 定 （ 溶 接 ） さ
れ て い る 。 こ の 平 板 状 ダ イ ア フ ラ ム １ ２ の 板 厚 ｔ １ 〔 図 ４ （ ｂ ） 参 照 〕 は 、 後 述 す る 雌 ね
じ １ ３ ａ を 形 成 す る の に 必 要 充 分 な 厚 み で あ る 。 な お 、 平 板 状 ダ イ ア フ ラ ム １ ２ は 、 中 央
部 を 肉 抜 き し た 四 角 枠 形 状 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 前 記 各 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 側 壁 と 前 記 各 差 し 込 み 部 １ １ ｂ ， １ １ ｃ の 側 壁 と 平 板 状 ダ イ
ア フ ラ ム １ ２ と に 、 複 数 個 （ 例 え ば 横 並 び で ２ 個 づ つ 、 計 ４ 個 ） の 雌 ね じ １ ３ ａ が そ れ ぞ
れ 一 連 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 中 間 ス ペ ー サ ー 部 １ １ ａ の 側 壁 に 、 複 数 個 （ 例 え ば
横 並 び で ２ 個 ） の 中 間 雌 ね じ １ ３ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 中 間 ス ペ ー サ ー 部 １ １ ａ の 側
壁 は 、 各 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 側 壁 と 前 記 各 差 し 込 み 部 １ １ ｂ ， １ １ ｃ の 側 壁 と を 加 え た 板
厚 ｔ ２ 〔 図 ４ （ ｂ ） 参 照 〕 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 方 、 梁 １ ５ は 、 例 え ば Ｈ 形 鋼 で あ っ て 、 こ の 梁 １ ５ 梁 の 端 部 に は 、 前 記 ジ ョ イ ン ト 金
具 １ １ の 中 間 ス ペ ー サ ー 部 １ １ ａ の 外 側 面 と 各 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 外 側 面 と に 跨 っ て 突 き
合 わ さ れ る 縦 長 平 板 状 の 固 定 金 具 １ ６ Ａ が 固 定 （ 溶 接 ） さ れ て い る 。 こ の 固 定 金 具 １ ６ Ａ
に は 、 前 記 ジ ョ イ ン ト 金 具 １ １ の 各 雌 ね じ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ に 一 致 す る ボ ル ト 用 穴 １ ６ ａ が
そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 梁 １ ５ に 固 定 さ れ て い な い 単 体 の 固 定 金 具 １ ６ Ｂ が 必 要
に 応 じ て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 各 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ 、 ジ ョ イ ン ト 金 具 １ １ 、 固 定 金 具 １ ６ Ａ を 固 定 し た 梁 １ ５ お よ
び 単 体 の 固 定 金 具 １ ６ Ｂ は 、 製 造 工 場 に お い て 予 め 製 造 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 こ れ ら を 製 造 工 場 か ら ト ラ ッ ク な ど で 運 搬 し て 、 施 工 現 場 に お い て 、 下 階 の 柱
１ ０ Ｂ は 、 一 定 の 間 隔 Ｗ （ 例 え ば ６ ～ ８ ｍ 程 度 ） を 隔 て た 基 礎 コ ン ク リ ー ト １ に そ れ ぞ れ
立 設 し て （ 図 ６ 参 照 ） 、 図 ２ （ ａ ） の よ う に 、 こ の 下 階 の 柱 １ ０ Ｂ の 上 部 開 口 １ ０ ｂ に ジ
ョ イ ン ト 金 具 １ １ の 下 側 の 差 し 込 み 部 １ １ ｃ を 差 し 込 み 、 つ い で 、 上 階 の 柱 １ ０ Ａ の 下 部
開 口 １ ０ ａ を ジ ョ イ ン ト 金 具 １ １ の 上 側 の 差 し 込 み 部 １ １ ｂ に 差 し 込 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 図 ２ （ ｂ ） の よ う に 、 梁 １ ５ の 固 定 金 具 １ ６ Ａ を ジ ョ イ ン ト 金 具 １ １ の 中 間 ス ペ
ー サ ー 部 １ １ ａ の 外 側 面 と 各 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 外 側 面 と に 跨 っ て 突 き 合 せ 、 こ の 状 態 で
、 図 ３ お よ び 図 ４ の よ う に 、 固 定 金 具 １ ６ Ａ の ボ ル ト 用 穴 １ ６ ａ か ら 高 張 力 の 頭 無 し ボ ル
ト １ ７ を 挿 入 し 、 各 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ と 各 差 し 込 み 部 １ １ ｂ ， １ １ ｃ と 平 板 状 ダ イ ア フ ラ
ム １ ２ の 雌 ね じ １ ３ ａ に 一 連 に ね じ 込 む と と も に 、 中 間 ス ペ ー サ ー 部 １ １ ａ の 中 間 雌 ね じ
１ ３ ｂ に ね じ 込 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ の 後 、 こ の 各 ボ ル ト １ ７ に 、 固 定 金 具 １ ６ Ａ 側 か ら ナ ッ ト １ ８ を そ れ ぞ れ ね じ 込 ん で
締 結 す る こ と に よ り 、 下 階 と 上 階 の 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ を 接 合 で き る と 同 時 に 、 下 階 と 上 階
の 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 間 に 梁 １ ５ を 接 合 で き る よ う に な る 。 な お 、 頭 無 し ボ ル ト １ ７ と ナ
ッ ト １ ８ に 代 え て 、 頭 付 き ボ ル ト を 固 定 金 具 １ ６ Ａ の ボ ル ト 用 穴 １ ６ ａ か ら 挿 入 し て 、 各
雌 ね じ 部 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ に ね じ 込 む こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 実 施 形 態 は 、 下 階 と 上 階 の 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 間 に 、 ３ 本 の 梁 １ ５ を 三 方 か ら 接 合
す る も の で あ り 、 梁 １ ５ を 接 合 し な い 下 階 と 上 階 の 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 間 に は 、 梁 １ ５ の
固 定 金 具 １ ６ Ａ に 代 え て 、 １ 枚 の 単 体 の 固 定 金 具 １ ６ Ｂ を 接 合 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ （ ａ ） は 、 下 階 と 上 階 の 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 間 に 、 ４ 本 の 梁 １ ５ を 四 方 か ら 接 合 す
る 例 で あ り 、 こ の 場 合 に は 、 単 体 の 固 定 金 具 １ ６ Ｂ が 不 要 で あ る 。 図 ５ （ ｂ ） は 、 下 階 と
上 階 の 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 間 に 、 ２ 本 の 梁 １ ５ を 二 方 か ら 接 合 す る 例 で あ り 、 こ の 場 合 に
は 、 ２ 枚 の 単 体 の 固 定 金 具 １ ６ Ｂ が 必 要 で あ り 、 図 ５ （ ｃ ） は 、 下 階 と 上 階 の 柱 １ ０ Ａ ，
１ ０ Ｂ の 間 に 、 １ 本 の 梁 １ ５ を 一 方 か ら 接 合 す る 例 で あ り 、 こ の 場 合 に は 、 ３ 枚 の 単 体 の
固 定 金 具 １ ６ Ｂ が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 の よ う な 低 層 階 住 宅 用 重 量 鉄 骨 の 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ と 梁 １ ５ の 接 合 構 造 で あ れ ば 、
下 階 の 柱 １ ０ Ｂ を 立 設 し て 、 こ の 下 階 の 柱 １ ０ Ｂ の 上 部 開 口 １ ０ ｂ に ジ ョ イ ン ト 金 具 １ １
の 下 側 の 差 し 込 み 部 １ １ ｃ を 差 し 込 み 、 つ い で 、 上 階 の 柱 １ ０ Ａ の 下 部 開 口 １ ０ ａ を ジ ョ
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イ ン ト 金 具 １ １ の 上 側 の 差 し 込 み 部 １ １ ｂ に 差 し 込 む 一 方 、 梁 １ ５ の 端 部 の 固 定 金 具 １ ６
Ａ を ジ ョ イ ン ト 金 具 １ １ の 中 間 ス ペ ー サ ー 部 １ １ ａ の 外 側 面 と 各 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 外 側
面 と に 跨 っ て 突 き 合 せ 、 こ の 状 態 で 、 固 定 金 具 １ ６ Ａ の ボ ル ト 用 穴 １ ６ ａ か ら ボ ル ト １ ７
を 挿 入 し 、 各 雌 ね じ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ に 一 連 に ね じ 込 ん で 締 結 す る こ と に よ り 、 下 階 と 上 階
の 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ を 剛 接 合 で き る と 同 時 に 、 下 階 と 上 階 の 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 間 に 梁 １
５ を 剛 接 合 で き る よ う に な る 。 な お 、 梁 １ ５ を 接 合 し な い 下 階 と 上 階 の 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ
の 間 に は 、 単 体 の 固 定 金 具 １ ６ Ｂ を 接 合 す る 。 こ の 剛 接 合 に よ っ て 、 耐 震 性 が 向 上 す る の
で 、 構 造 上 の 信 頼 性 が 高 ま る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 施 工 現 場 に お け る 溶 接 作 業 が 一 切 不 要 で あ る か ら 〔 無 溶 接 ジ ョ イ ン ト （ 接 合 ） 工
法 〕 、 溶 接 熱 に よ る 柱 、 梁 等 の 品 質 低 下 が 無 い と と も に 、 施 工 現 場 で の 溶 接 箇 所 の 超 音 波
深 傷 試 験 等 が 不 要 に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 下 階 の 柱 １ ０ Ｂ 、 上 階 の 柱 １ ０ Ａ 、 ジ ョ イ ン ト 金 具 １ １ 、 お よ び 固 定 金 具 １ ６
Ａ 付 き の 梁 １ ５ は 、 品 質 管 理 の 行 き 届 い た 製 造 工 場 で 予 め 製 造 し て お い て 、 こ れ ら を ト ラ
ッ ク な ど で 運 搬 し て 、 施 工 現 場 で は ボ ル ト ・ ナ ッ ト １ ７ ， １ ８ だ け で 組 み 立 て る こ と が で
き る か ら 、 施 工 が 簡 単 で 施 工 コ ス ト も 安 く な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に ま た 、 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ は 上 階 と 下 階 と に 分 割 で き て 短 く な る か ら 、 荷 台 の 短 い
小 型 ト ラ ッ ク で 運 搬 で き る と と も に 、 施 工 現 場 で の 組 み 立 て も 小 型 ク レ ー ン で 行 え る の で
、 荷 台 の 長 い 大 型 ト ラ ッ ク や 大 型 ク レ ー ン が 入 れ な い よ う な 狭 い 道 路 に 面 し た 施 工 現 場 で
も 容 易 に 施 工 で き る よ う に な る 。 と く に 、 各 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 長 さ を 一 階 分 に 相 当 す る
長 さ （ 例 え ば 、 約 ３ ｍ ） に 短 く 設 定 す れ ば 、 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 運 搬 や 組 み 立 て が よ り 容
易 に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 各 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 側 壁 と 各 差 し 込 み 部 １ １ ｂ ， １ １ ｃ の 側 壁 と 平 板 状 ダ イ ア
フ ラ ム １ ２ と に 雌 ね じ １ ３ ａ を 一 連 に 形 成 し て い る か ら 、 雌 ね じ １ ３ ａ に ボ ル ト １ ７ を 深
く ね じ 込 め る と と も に 、 ジ ョ イ ン ト 金 具 １ １ の 中 間 ス ペ ー サ ー 部 １ １ ａ と 梁 １ ５ の 固 定 金
具 １ ６ Ａ （ 固 定 金 具 １ ６ Ｂ も 同 様 。 ） と を ボ ル ト １ ７ で 接 合 し て い る か ら 、 各 柱 １ ０ Ａ ，
１ ０ Ｂ お よ び 各 柱 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ と 梁 １ ５ と を 、 よ り 強 固 に 剛 接 合 で き る の で 、 耐 震 性 な
ど の 点 か ら 強 度 が 充 分 に 確 保 で き る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 低 層 階 住 宅 用 重 量 鉄 骨 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 の 分 解 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 上 階 と 下 階 の 柱 と ジ ョ イ ン ト 金 具 で あ り 、 （ ａ ） は 差 し 込 み 前 の 側 面 図 、 （ ｂ ）
は 差 し 込 み 後 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 柱 と 梁 の 接 合 構 造 で あ り 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 柱 と 梁 の 接 合 構 造 で あ り 、 （ ａ ） は ボ ル ト の ね じ 込 み 状 態 を 示 し た 平 面 図 、 （ ｂ
） は ボ ル ト の ね じ 込 み 状 態 を 示 し た 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 梁 の 接 合 例 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 低 層 階 住 宅 用 の 柱 と 梁 で あ り 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 技 術 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
１ ０ Ａ 　 上 階 の 柱
１ ０ Ｂ 　 下 階 の 柱
１ ０ ａ 　 下 部 開 口
１ ０ ｂ 　 上 部 開 口
１ １ 　 　 ジ ョ イ ン ト 金 具
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１ １ ａ 　 中 間 ス ペ ー サ ー 部
１ １ ｂ 　 上 側 の 差 し 込 み 部
１ １ ｃ 　 下 側 の 差 し 込 み 部
１ ２ 　 　 平 板 状 ダ イ ア フ ラ ム
１ ３ ａ 　 雌 ね じ 部
１ ３ ｂ 　 中 間 雌 ね じ 部
１ ５ 　 　 梁
１ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ 　 固 定 金 具
１ ６ ａ 　 ボ ル ト 用 穴
１ ７ 　 　 ボ ル ト
１ ８ 　 　 ナ ッ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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